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論文内容要旨
目的
 重度視力障害者の視機能を段階的,定量的に評価することを目的とした。そのために光覚測定
 装置LowVisionEvaluator(LoVE)を開発し,網膜色素変性,増殖糖尿病網膜症患者,眼疾
 患を有する小児を検査し,LoVEの有用性を調べた。
対象
 網膜色素変性(RetinitisPigmenLosa;RP)患者59例(男性26,女性33例,平均年齢48.3
 ±15.3才),増殖糖尿病網膜症(ProliferativeDiabeticRetinopa伽y;PDR,)患者27例(男性
 17,女性10例,平均年齢55.4±13.7才),さらに様々な眼疾患を有する2才から!2才までの小
 児174例(男児76,女児98例,平均年齢7.04±3.1才)を対象とした。PDR患者においては25
 例すべて硝子体出血を伴い眼底の透見が困難であり,視力が光覚弁または手動弁の患者を対象と
 した。小児については,手動弁または光覚弁の患児9例と,それより良好な視力の2才から12
 才まで各年齢15例で165例とを検査した。
方法
 開発した光覚測定装置LowVisionEvaluator(LoVE)は,様々な強さの光を発することの
 できる1igh七emittingdiode(LED)をゴーグルに装備する。Variable-durationLoVEにおい
 ては発光時間と発光輝度をそれぞれ変えて,計15の刺激を与えうる。Fixed-duratiollLoVEに
 おいては発光時間を0.2秒に固定し,発光輝度を変化させ計17段階の刺激強度で測定した。そ
 れらの刺激をランダムに左右各眼3回発光させて,被検者はゴーグル装着下にて発光を確認でき
 れば応答用スイッチを押すように指示し,光覚の程度をVariable-durationLoVEではLoVE
 スコア,Fixed-durationLoVEではLoVE閾値として表した。本検査装置では,無発光刺激に
 患者が応答した回数と発光前に応答した回数を合わせて,エラースコアとして示し,信頼性の指
 標とした。
 RP患者は視力,視野,Variable.durationLoVE検査を,PDR患者は視力,Electroretino-
 gram(ERG),B-mo(ieultrasonography(B-mo(ie),Fixed-durationLoVE検査を行い,関
 係を調べた。小児については視力,Variable-durationLoVE,Fixed-durationLoVE検査を
 行い,実際に何才から本検査が可能かも含め検討した。
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結果
 1)RP患者において同じ光覚弁,手動弁でもLoVEスコアには差異を認め,グレード分けが
 可能であった。LoVEスコアと視力および視野立体角(ステラジアン)は有意に相関した。全例
 エラースコアは1以下で,9日間にわたり連続して検査した2例の再現性も高かった。
 2)PDR患者においても同じ光覚弁または手動弁でもLoVE閾値には差異を認め,グレード
 分けが可能であった。LoVE閾値とERGのa波およびb波振幅はともに有意な相関を認めた。
 さらにB-modeにて黄斑部を含む広範な網膜剥離を認めた12限と網膜剥離を認めない16眼の
 両群間のLoVE閾値には有意差を認め,網膜剥離を生じていない症例でLoVE閾値は有意に良
 好であった。エラースコアは全例1以下で,また異なる日時に検査できた6例における再現性は
 高かった。
 3)小児においても手動弁または光覚弁であった9例のうち7例は,再現性をもって視機能を
 捉えられグレード分けが可能であった。視力の良い各年齢15例のうち,最後まで本検査を完遂
 できた患児の割合は2才児で0,3才児で40%,4才児で80%,5才児で80-87%,6才児93～
 100%,7才児以上100%であった。完遂できた患児に関しても3才児のエラースコアは3.00±
 1.67(Variable-durationLoVE),3.00±1.90(Fixed-duratiollLoVE)と非常に高かった。一
 方,4才児のエラースコアは0・83±L40(Variable-durationLoVE),0.83±1・53(Fixed-
 dura七ionLoVE)と3才児よりも有意に低かった。5才児以.上の各年齢のエラースコアについ
 ても,3才児と比べて有意に低かった。
結論
 LoVEを用いることにより,これまで評価困難であった重度視力障害者に対し,その視機能を
 段階的,定量的に捉えることが出来,複数の症例間で評価比較可能であった。またその結果は網
 膜色素変性では視力,視野立体角と,増殖糖尿病網膜症ではERG振幅,網膜剥離の有無とに相
 関があった。本機器は自覚的検査であるが,検査方法がシンプルであり検査時間も2分程で終了
 するため,被検者が小児でも4才以.上であれば,信頼性のある結果を得られることが明らかになっ
 た。本研究をもとに今後改良を進め,更なる臨床応用が期待される。
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 審査結果の要旨
 本研究は重度視力障害者の視機能を段階的,定量的に評価することを目的として開発された光
 覚測定装置LowVisionEvalua七〇r(LoVE)を用い,網膜色素変性,増殖糖尿病網膜症患者,
 眼疾患を有する小児を検査し,LoVEの有用性を研究したものである。特に小児においては現在
 まで視機能を正確に測定する方法が無く,小児眼科臨床で大きな間題になっていた。
 対象は網膜色素変性(RP)患者50例,増殖「生糖尿病網膜症(PDR)患者24例,眼疾患を有
 する2歳から12歳までの小児171例である。PDR患者は25例すべて硝子体出血を伴い眼底の
 透見が困難で,視力が光覚弁または手動弁の患者を対象とした。小児については,手動弁または
 光覚弁の患児6例と,それより良好な視力(0.Ol以上)の2歳から12歳まで各年齢15例を検
 査した。
 当教室で開発した光覚測定装置LowVisionEvaluator(LoVE)は,様々な強さの光を発す
 ることのできる1ightemittingdiode(LED)をゴーグルに装備し,Variable-durationLoVE
 においては発光時間と発光輝度をそれぞれ変えて,!5段階の刺激を与え,Fixed-duration
 LoVEにおいては発光時間を0.2秒に固定し,発光輝度を変化させ計17段階の刺激強度で測定
 できる。
 結果:1)RP患者において同じ光覚弁,手動弁でもLoVEスコアには差異を認め,グレード分
 けが可能であった。LoVEスコアと視力および視野立体角(ステラジアン)は有意に相関した。
 全例エラースコアは1以下で,異なる日時に連続して検査した2例の再現性も高かった。
 2)PDR患者においても同じ光覚弁または手動弁でもLoVE閾値には差異を認め,グレード分
 けが可能であった。LoVE閾値とERGa波およびb波振幅はともに有意な相関を認めた。さら
 にB-modeultrasonographyにて黄斑部を含む広範な網膜剥離を認めた10眼と網膜剥離を認め
 ない16眼の両群間のLoVE閾値には有意差を認め,網膜剥離を生じていない症例でLoVE閾値
 は有意に良好であった。エラースコアは全例0で,また6例における再現性は高かった。
 3)小児のうち手動弁または光覚弁であった6例に関しては,再現性をもって視機能を捉えられ
 グレード分けが可能であった。視力0.01以上の各年齢15例のうちこの方法で正確に光覚を測定
 できるのは4歳児までであることを明らかにした。
 本研究はLoVEを用いることにより,これまで評価困難であった重度視機能障害者に対し,
 その視機能を段階的,定量的に捉えることが出来,複数の症例間で評価比較可能であることを証
 明した。またその結果は網膜色素変性では視力,視野と,増殖性糖尿病網膜症ではERG,網膜
 剥離の有無とに相関し,被検者が小児でも4歳以上であれば,信頼性と再現性のある結果を得る
 ことが示され,眼科臨床において視機能評価の面で重要な研究となった。指摘された論文の問題
 点は適切に解決されており,博士論文として十分価値のあるものである。
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